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国
の
動
き

　

日
本
の
少
子
化
傾
向
は
、
近
年

ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
ま
す
。
一

人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
産
む

と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
の
数
で
あ

る
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
、
平

成
17
年
に
１
・
26
ま
で
低
下
し
、

そ
の
後
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転

じ
た
も
の
の
、
平
成
27
年
時
点
で

１
・
42
と
、
人
口
を
維
持
す
る
の

に
必
要
な
２
・
07
を
依
然
と
し
て

下
回
っ
て
い
ま
す
。
出
生
数
も
毎

年
過
去
最
低
を
記
録
す
る
な
ど
、

こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
近
年
の
動
向
を
踏
ま

え
、
国
で
は
平
成
24
年
８
月
に
「
子

ど
も･

子
育
て
支
援
法｣｢

認
定
こ

ど
も
園
法
の
一
部
改
正
法｣｢

子
ど

も･

子
育
て
支
援
法
及
び
認
定
こ

ど
も
園
法
の
一
部
改
正
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
の
子
ど
も･

子
育
て

関
連
３
法
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
わ
が
国
の
子
ど
も･

子

育
て
支
援
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

子
育
て
に
最
も
身
近
な
市
町
村
が

中
心
と
な
り
、
支
援
の
質
と
量
、

両
面
か
ら
子
育
て
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
「
子
ど
も･

子
育
て
支

援
新
制
度
」
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

で
き
る
ま
ち

子
育
て

安
心
し
て
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町
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
国
の
動
き
を
受
け
、

町
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
し
、｢

輝
く
子
ど
も　

夢
が

広
が
り　

未
来
に
翔
ば
た
く　

に

し
あ
い
づ
」
を
基
本
理
念
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
年
度
か

ら
は
、
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事

に
着
手
し
た
ほ
か
、
今
ま
で
第
３

子
以
降
を
対
象
に
支
給
し
て
い
た

町
独
自
の
子
育
て
支
援
事
業
「
出

産
祝
金
」
の
支
給
対
象
を
第
１
子

ま
で
拡
充
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
子

育
て
に
不
安
を
感
じ
る
家
庭
が
増

加
す
る
な
ど
、
子
育
て
に
対
す
る

課
題
と
ニ
ー
ズ
は
年
々
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
町

で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
保
育
・
養
育
・
教
育
環
境
を
整

備
し
、
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
み
ん
な
の
声
が
響
く
ま

ち　

に
し
あ
い
づ
」
が
示
す
「
こ

こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む　

ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子育て広場おいでおいで

特集　安心して 子育て できるまち
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子
育
て
を
応
援

　

｢

こ
う
の
と
り
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

｢

出
産
祝
金｣

「
乳
幼
児
家
庭
子
育

て
応
援
金｣

「
保
育
料
の
軽
減｣

。

皆
さ
ん
は
、
町
の
子
育
て
支
援
事

業
を
い
く
つ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま

す
か
。
町
で
は
、
国
や
県
が
推
進

す
る
子
育
て
支
援
の
ほ
か
、
さ
ら

に
実
施
し
た
方
が
良
い
と
考
え
ら

れ
る
事
業
や
、
国
や
県
の
子
育
て

支
援
事
業
で
は
補
え
な
い
問
題
な

ど
を
救
済
す
る
た
め
、
上
記
事
業

を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
人
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
今
後
も
「
家
庭
を
持

つ
こ
と
に
安
心
と
夢
や
希
望
の
持

て
る
環
境
づ
く
り｣

「
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
に
魅
力

や
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り｣

「
子
育
て
に
関
す
る

支
援
体
制
づ
く
り
」
の
３
つ
を
基

本
目
標
に
掲
げ
、
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、
総
合

的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の

主
な
子
育
て
支
援

　

一
時
保
育
事
業
＝
冠
婚
葬
祭
な

保育料･同時入所
２人目無料
町内の保育施設を同時に２人以上が
利用している場合、第２子以降の保育料は

無料です

乳幼児
家庭子育て
応援金
乳幼児期の育児を家庭で行う養育者に対し、
対象となる子どもが２歳になった後の
最初の３月31日まで

月額１万円を支給

に
し
あ
い
づ

す
る
ま
ち

応
援

子
育
て
を
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ど
の
際
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い

な
い
児
童
で
も
一
時
的
に
保
育
所

で
預
か
る
事
業
。

　

子
育
て
医
療
費
サ
ポ
ー
ト
事
業

＝
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
推
進
し
、
ま
た
、
子

育
て
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
出
生
か
ら
18
歳
ま
で

を
対
象
に
医
療
機
関
で
支
払
う
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
事
業
。

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助
成
＝

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
受
診

票
を
併
せ
て
交
付
し
、
妊
娠
し
て

か
ら
出
産
ま
で
の
間
に
受
診
す
る

問
診
診
察
な
ど
の
健
康
診
査
費
用

を
助
成
す
る
事
業
。
妊
娠
中
に
起

こ
り
や
す
い
疾
病
の
予
防
や
異
常

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、

健
全
で
安
全
に
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

歯
科
健
診
の
充
実
・
強
化
＝
幼

児
期
か
ら
口
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
法
で
定
め
ら
れ
た

１
歳
６
カ
月
・
３
歳
６
カ
月
の
健

康
診
査
に
加
え
、
町
独
自
で
２

歳
・
２
歳
６
カ
月
・
３
歳
の
と
き

に
も
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
＝
生

後
４
か
月
ま
で
の
時
期
に
、
保
健

師
と
管
理
栄
養
士
が
家
庭
を
訪
問

し
、
発
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出産祝金
出産祝いとして
出生した子ども１人につき

20万円を支給
※半額の10万円は町共通商品券で支給

また、第３子以降の場合は、さらに

２歳の誕生日に10万円

小学校入学時に20万円を支給

※平成28年度拡充事業子育て広場
おいでおいで
同じ乳幼児を持つ保護者同士が交流を
持ち、多岐にわたる子育ての悩みを互
いに相談し合えるよう場所を提供して
います。子育ての正しい情報を伝える
ため、月に１度、保健師や管理栄養士
による講座なども開いています。

こうのとり
サポート事業
不妊症や不育症に悩む夫婦が受ける
検査や治療の経済的負担を軽減する
ため、費用の全部または一部に対し
補助金を交付します。

上限10万円

インフルエンザ
ワクチン接種助成
感染症予防のため、インフルエンザ予防接種に係る
０歳から高校生までの子どもと妊婦の費用は

自己負担額１回千円
※千円を超える額を助成します

特集　安心して 子育て できるまち
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平
成
14
年
に
町
内
４
つ
の
中
学

校
を
統
合
し
た
西
会
津
中
学
校
が

開
校
し
、
昨
年
こ
の
隣
に
町
内
５

つ
の
小
学
校
を
統
合
し
た
西
会
津

小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
来
春
、
平
成
29
年
４

月
に
は
小
学
校
の
隣
に
認
定
こ
ど

も
園
が
開
園
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
・
保
育
施

設
を
隣
接
さ
せ
る
こ
と
で
、
園
児

が
小
学
生
の
活
動
を
、
小
学
生
が

中
学
生
の
活
動
を
日
々
の
生
活
の

中
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
が

変
わ
る
際
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
す

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
学
校
間
な
ど
で
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
一
貫
し
た
教
育
を
行
う

こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
学
力
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学校教育支援員
の配置と
通級指導教室の設置
支援を必要とする児童生徒個々の教育ニーズに
応じた適切な支援を行い、充実した学習となる
よう学校教育支援員を配置しています。また、
本年度からは通級指導教室を西会津小学校に設
置しています。

小中一貫
教育の導入を検討
小中一貫教育の導入に向け、｢町小
中一貫教育導入推進審議会｣にお
いて、調査･検討を進めていきます。

安全・安心に配慮し、

子育て支援の拠点となる施設

認定こども園
防災・防火・防犯対策はもとより、全ての
子どもにやさしいユニバーサルデザインに
よる施設とします。
地域に愛され、子どもたちが楽しく充実し
た生活を送れる、魅力ある保育施設となる
よう整備を進めていきます。

ユニバーサルデザイン＝障がい者、健常者、老若男女、
国籍・文化の違いを問わず、全ての人にとって使いや
すい製品・施設・環境を作ること

　　▲

▲   認定こども園の

　  園舎完成イメージ

　  ※園舎の色などは
　  　未定です

人
を
育
む

こ
こ
ろ
豊
か
な

充
実
さ
せ

教
育

を

環
境
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町
で
は
、
新
た
に
夫
婦
と
な
っ

た
２
人
の
前
途
を
祝
福
す
る
こ
と

で
、
定
住
の
促
進
と
町
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
か
ら
町

に
住
所
を
有
し
居
住
す
る
夫
婦
に

結
婚
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
婚
祝
金
は
、
同
年
５
月
に

第
１
号
と
な
る
夫
婦
に
支
給
し
て

以
来
、
本
年
５
月
ま
で
に
累
計
94

組
の
夫
婦
に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
婚
・
晩
婚
化
対
策
と

し
て
男
女
の
出
会
い
と
交
流
の
場

を
創
出
す
る
後
継
者
対
策
事
業
も

平
成
22
年
か
ら
の
実
施
で
、
こ
の

事
業
で
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
ご
と
に

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
結
婚
に
つ
な
が
っ
た
カ
ッ

プ
ル
も
あ
る
な
ど
、
効
果
は
徐
々

に
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

出会いの場の創出

後継者
対策事業
未婚化・晩婚化による後継者
不足対策として婚活イベント
を実施し、男女の出会いと交
流の場を創出します。

結婚祝金
結婚祝いとして

10万円または

賃貸住宅の家賃

６ヶ月分を支給

※上限38,000円/月

若
者
の 

 

を
応
援

そ
し
て
結
婚

出
会
い
、

定
住

特集　安心して 子育て できるまち
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統
の
第
41
回
奥
川
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
６
月
19
日

に
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

約
８
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
新
緑

の
奥
川
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
午
前
９
時

45
分
に
ス
タ
ー
ト
し
た
60
歳
以
上

男
子
10
㎞
の
部
を
皮
切
り
に
全
18

部
門
で
健
脚
を
競
い
合
い
、
沿
道

か
ら
投
げ
掛
け
ら
れ
る
「
頑
張
れ
、

頑
張
れ
」
と
い
う
熱
い
声
援
を
背

に
力
走
を
披
露
し
ま
し
た
。

伝

新緑の奥川路を

約８００人が健脚競い快走
41th OKUGAWA－KENKOU MARATHON 2016  ―
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親子２㎞
５位

横山武
たけお

郎･穂
ほ の か

乃佳
(芝草)

中学女子３㎞
４位
須藤帆

ほ

南
なみ

(西林)

小学５･６年男子
２㎞  ９位
髙野　駿

しゅん

(芝草)

小学３･４年男子
２㎞  ７位
鈴木正

まさ

人
と

(松尾)

小学３･４年女子
２㎞  ７位
小柴彩

さ え

愛
(上小島)

小学５･６年男子
２㎞  ５位
佐藤富

とみ

弥
や

(上小島)

小学５･６年男子
２㎞  ６位
津川遥

はる

音
と

(さゆりが丘)

高校･一般男子40歳未満
５㎞  ８位
平野大

だい

夢
む

(１町内)

中学女子３㎞
５位
佐藤理

り お

央
(上小島)

中学女子３㎞
６位

長谷川葉
は な

奈
(松尾)

中学男子５㎞
６位

伊藤亜
あ ぐ り

久里
(牧)

40歳以上女子
５㎞  10位
井上貴

たか

子
こ

(西原)

第41回奥川健康マラソン大会フォトギャラリー

活町内選手が大活躍！　─ 各部門・町内選手入賞者[10位まで・敬称略] ─
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国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
区
分
で
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

｢

医
療
分｣

、
②
国
全
体
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状
況

に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分｣

、
③
国
全
体
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

｢

介
護
保
険
分
」
の
３
区
分
で
算

定
し
ま
す
。
国
保
税
の
総
額
は
、

そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な

ど
の
支
出
総
額
か
ら
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
支
出
金
な
ど
を
差
し

引
い
た
金
額
で
あ
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
医
療
費
の
動
向
が
国
保
税
の

増
減
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
動
向

　

町
の
国
保
加
入
者
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
平
成
25
年
度
に
大

き
く
減
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年

度
以
降
は
上
昇
し
て
い
ま
す(

グ
ラ

フ
１)

。
今
後
も
医
療
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
保
税

算
定
の
基
礎
と
な
る
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
昨
年
度
よ
り
２
０

０
円
増
の
１
カ
月
当
た
り
１
万
９

０
０
０
円
で
算
定
し
ま
し
た
。

独
自
の
軽
減
措
置

　

町
で
は
、
第
６
期
国
保
財
政
計

画
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
か
ら
１
５
０
０
万
円
を

減
税
財
源
に
充
て
、
さ
ら
に
平
成

27
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
か
ら

６
０
０
万
円
を
減
税
財
源
に
充
て

る
こ
と
で
、
国
保
税
必
要
額
を
縮

減
し
、
国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
収
入
と
な
る
前
期
高

齢
者
交
付
金
（
65
歳
以
上
の
人
の

医
療
費
へ
の
交
付
金
）
が
、
平
成

26
年
度
の
精
算
分
で
大
き
く
減
額

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
殊
要

因
へ
の
対
応
と
し
て
基
金
か
ら
さ

ら
に
１
０
０
０
万
円
を
減
税
財
源

に
充
て
、
医
療
分
の
税
率
が
大
幅

に
上
が
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し
ま

し
た(
グ
ラ
フ
２)

。

資
産
割
課
税
を
縮
小

　

平
成
30
年
度
に
国
保
の
運
営
が

市
町
村
か
ら
県
に
移
行
と
な
り
、

そ
の
際
に
資
産
割
課
税
が
廃
止
と

な
る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
資
産
割
課
税
の

割
合
を
引
き
下
げ
、
そ
の
分
を
所

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税(

国

保
税)

の
税
率
が
６
月
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
本
年
度
も
昨
年
度
同
様
、

独
自
に
国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

  
基
金
な
ど
か
ら
３
１
０
０
万
円
を
減
税
財
源
と
し
て
充
当

  
国
保
税
の
税
率
改
正  

町
が
独
自
に
負
担
を
軽
減

区分 説　　明 医 療 分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に

占める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に
応じて計算

6.08％
(5.79％)

2.33％
(2.46％)

2.35％
(2.50％)

48％
（46％）

資産割 国保加入者の固定資産税額
に応じて計算

5.80％
(10.40％)

2.10％
(4.40％)

3.10％
(6.30％)

2％
（ 4％）

均等割 国保加入者１人当たりの負
担額

22,700円
(20,700円)

8,500円
(8,800円)

10,900円
(11,900円)

35％
（35％）

平等割 １世帯当たりの負担額 16,800円
(16,200円)

6,400円
(6,900円)

5,600円
(6,400円)

15％
（15％）

表１  平成28年度の税率･税額 　(　　)内は前年度

区　　分 医 療 分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 計 前年度との比較

１人当たりの平均負担額 55,545円
(49,953円)

20,616円
(20,826円)

25,780円
(28,624円)

101,941円
(99,403円) ＋2,538円

１世帯当たりの平均負担額 90,709円
(84,389円)

34,473円
(35,800円)

31,784円
(35,699円)

156,966円
(155,888円) ＋1,078円
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得
割
課
税
で
負
担
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

本
年
度
の
税
率･

税
額

(

表
１)

　

医
療
分
＝
国
保
加
入
者
の
医
療

費
の
見
込
み
か
ら
国
保
税
の
必
要

額
を
算
出
し
、
税
率
を
算
定
し
ま

す
。
今
年
度
は
医
療
費
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
人
当
た
り

の
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
町
独
自
の
負
担

軽
減
や
特
殊
要
因
へ
の
対
応
に
よ

り
、
引
き
上
げ
幅
を
抑
え
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
＝
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
経
費
を
国
全
体
で
賄
う

た
め
、
国
保
で
も
一
定
割
合
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
負

担
額
が
約
４
８
０
万
円
の
減
と
な
っ

た
た
め
、
税
率
を
引
き
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
分
＝
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
国
保
加
入
者
は
、
介
護
保

険
料
を
国
保
税
と
し
て
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

国
か
ら
示
さ
れ
た
負
担
額
が
約
５

１
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
た
め
、

税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は

　
　

朝
が
い
ち
ば
ん

　

町
で
は
、
医
療
費
の
増
加
を
抑

え
る
た
め
「
健
康
づ
く
り
は
朝
が

い
ち
ば
ん
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生

活
習
慣
全
般
に
対
す
る
健
康
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
日
の
始
ま
り
で
あ
る
「
朝
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、｢

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん

健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
を
活
用
し

て
健
康
増
進
に
取
り
組
み
、
毎
日

の
生
活
習
慣
、
そ
し
て
自
分
の
健

康
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆�世帯主、妻ともに年金収入はあるが収入が120
万円以下の場合（７割軽減該当）

所　　得 固定資産税額
世 帯 主 70歳 0 40,000
　 妻 　 68歳 0 0

医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

資産割 2,320 
(4,160)

840 
(1,760)

0 
(0)

均等割 13,620 
(12,420)

5,100 
(5,280)

0 
(0)

平等割 5,040 
(4,860)

1,920 
(2,070)

0 
(0)

計 20,980 
(21,440)

7,860 
(9,110)

0 
(0)

● 所得割はすべて０円、医療分・後期高齢者支
援金分・介護保険分の合計は28,700円(前年
度30,500円)で昨年度より1,800円の減額とな
ります。

◆世帯主の給与収入360万円、妻のパート収入115
　万円、子ども２人の場合

所　　得 固定資産税額
世 帯 主 48歳 2,340,000 30,000
　 妻 　 45歳 500,000 0

医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割 132,544 
(126,222)

50,794 
(53,628)

51,230 
(54,500)

資産割 1,740 
(3,120)

630 
(1,320)

930 
(1,890)

均等割 90,800 
(82,800)

34,000 
(35,200)

21,800 
(23,800)

平等割 16,800 
(16,200)

6,400 
(6,900)

5,600 
(6,400)

計 241,884 
(228,342)

91,824 
(97,048)

79,560 
(86,590)

● 医療分・後期高齢者支援金分・介護保険分の   
合計は413,100円（前年度411,800円）で昨年
度より1,300円の増額となります。

表
２  

税
率
改
正
に
よ
る
国
保
税
の
試
算

[

単
位
：
円
、
表
下
段
の(　
　

)

は
前
年
度
税
額]

支出 医療費等 その他

収入 国保税必要額 国･県支出金等 その他

収入 国保税必要額 国･県支出金等 その他

グラフ２  国保税負担軽減のイメージ

負担軽減

基金と繰越金から2,500万円＋600万円を充当
1人当たり13,662円･1世帯当たり22,311円の負担軽減

県平均
町平均

平成23 平成24 平成25 平成26 平成27

（万円）
34

33

32

31

30

29

305,196円

301,688円

319,157円

318,748円

296,625円

321,798円

298,340円

328,148円

323,178円

338,559円

グラフ１  １人当たりの医療費の年度推移
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町
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
交
通

事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
対
策

―

　

町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月

に
は
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

を
は
じ
め
町
内
関
係
者
の
協
力
の

も
と
作
成
し
た
「
町
認
知
症
支
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
全
世
帯
に
配

布
し
、
認
知
症
患
者
へ
の
接
し
方

や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切

さ
、
相
談
窓
口
と
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
・
支
援
の
周
知
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

テ
キ
ス
ト
に
し
た
出
前
講
座
を
各

地
区
で
開
催
し
、
認
知
症
に
対
す

る
地
域
の
理
解
を
深
め
、
見
守
り
活

動
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

町
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み
に
関
す
る
協
定

―

　

本
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
高
齢
者
の
独
居
や
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
や
見
守
り
活
動

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
５
月
10
日
、
町
で

は
、
町
内
で
企
業
活
動
を
営
む
事

業
者
が
地
域
の
異
変
な
ど
を
察
知

し
た
際
に
町
と
迅
速
な
情
報
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
町

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
に
関
す
る
協
定
」
を
町
内

で
移
動
販
売
や
配
達
、
交
通
、
金

融
事
業
な
ど
を
行
う
10
事
業
者
と

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
町
内
に
店
舗
を
構
え
る

事
業
所
な
ど
に
協
定
を
広
げ
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設

―

　

交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
の
隣
に

整
備
を
進
め
て
き
た
地
域
連
携
販

売
力
強
化
施
設
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
親
し
み
や
す

さ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
愛
称
を
「
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」
と
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
は
お
盆
前
の
８
月
２

日
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
は
農

林
産
物
の
計
画
的
な
出
荷
体
制
の

確
立
や
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
者
に

よ
る
内
装
工
事
、
各
種
媒
体
を
活

用
し
た
広
告
宣
伝
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト(

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
事
業)

―

　

本
計
画
は
、｢

福
島
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
想
」
の
も
と
、
県
が
進
め
る
Ｃ

Ｌ
Ｔ(

直
交
積
層
接
着
パ
ネ
ル)

の

製
材
過
程
で
発
生
す
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
た
公
共
用
施
設

な
ど
へ
の
熱
供
給
事
業
を
検
討
す

る
計
画
で
、
会
津
地
方
の
13
市
町

村
が
一
体
と
な
り
、
喜
多
方
市
を

代
表
申
請
者
と
し
て
国
に
応
募
し

て
い
ま
す
。
町
が
本
年
度
進
め
る

森
林
資
源
活
用
型
新
産
業
づ
く
り

計
画
で
は
主
に
広
葉
樹
の
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
が
、
本
プ
ラ
ン
で

は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
原
材
料
で
あ
る
針
葉

樹
の
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
の
森
林
資
源
全
体

を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し
て
本

計
画
に
参
加
し
、
新
た
な
産
業
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆�

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
見
直
し
と

軽
減
措
置
の
拡
充
、
税
率
の
変
更

◆�

町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部

改
正
＝
子
ど
も･

子
育
て
支
援
法

施
行
規
則
の
改
正
に
伴
う
改
正

◆�

平
成
28
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
３
次)

＝
臨
時
福
祉
給

付
金
な
ど
４
千
３
８
５
万
５
千

円
を
増
額

◆�

平
成
28
年
度
町
簡
易
水
道
等
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

次)

＝
水
道
管
更
新
工
事
費
な

ど
２
０
０
万
円
を
増
額

◆�

財
産
の
取
得
＝
認
定
こ
ど
も
園

新
築
工
事
に
使
用
す
る
町
内･

県

内
産
木
材
の
購
入
、給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
用
す
る
洗
浄
設
備
の
更
新

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

―

　

３
月
７
日
に
国
道
49
号
に
お
い

て
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

町
で
は
３
月
10
日
に
交
通
関
係
団

体
を
招
集
し
て
「
交
通
安
全
関
係

団
体
緊
急
合
同
対
策
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
道
49
号
へ
の
歩
道

設
置
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
郡
山

国
道
事
務
所
と
協
議
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
５
月
27
日
に
行
っ
た
国

土
交
通
省
へ
の
正
式
要
望
の
席
上

で
郡
山
国
道
事
務
所
長
よ
り
「
本

年
度
に
設
計
業
務
、
平
成
29
年
度

に
は
工
事
に
着
手
し
供
用
を
開
始

し
た
い
」
と
の
回
答
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
６
月
定
例
会
で
は
、

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
28
年
度
補
正
予
算
、
財

産
の
取
得
な
ど
議
案
６
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 
６
月
町
議
会
定
例
会
報
告
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（６月１日現在）
 （前月比）
　人　口 ６，８３６人　 （－１５人）
　 男  ３，３０２人　 （－　６人）
　 女  ３，５３４人　 （－　９人）
　世　帯 ２，７２５世帯　 （－　３世帯）

三　浦　信　子（84）　阿部義満　　母　　芝　草
有　賀　　　進（93）　由　広　　父　　大久保
長谷川　サキ子（83）　　健　　 祖母 　中　野
長谷川　幸　子（78）　君　男　　妻　　松　尾
薄　上　キ　イ（91）　敬　子　　母　　上小島
仲　川　和　夫（85）　與　市　　父　　呼　賀
五十嵐　　　隆（81）　俊　一　　父　　　原
佐　藤　壽　一（78）　勝　広　　父　　滑　沢
物　永　トヨノ（91）　　巌　　　母　　八重窪
佐　藤　ウメ子（96）　正　昭　　母　　杉　山
佐　藤　偉　久（87）　木村芳主　 親戚 　極　入

　児童扶養手当および特別児童扶養手当の受給につい
て相談がある場合は、お気軽に町役場健康福祉課まで
問い合わせください。
◆児童扶養手当
　ひとり親家庭などの生活の安定と自立を助けるため
の制度で、父または母と生計を同じくしていない児童
が育てられている家庭に支給されます。

◆特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいのある児童を監護または養
育している家庭に支給されます。
※ 児童扶養手当および特別児童扶養手当の受給資格や

受給額、手続きなどの詳細については町役場健康福
祉課に確認ください。

◆問い合わせ先　健康福祉課　☎45－2214

お誕生おめでとう
猪　俣　奏

たく

　翔
と

くん 　　佑慈・麻衣 下小屋

　４月の人事異動により西会津交番に着任した警察官
と、平成28年度の体制をお知らせします。
◆西会津交番
　　白岩��道晃　所長（担当地区：野沢）
　　野村��和正　巡査部長（担当地区：群岡･新郷）
　　増子��祐哉　巡査（担当地区：尾野本）
　　佐藤��由樹　巡査（担当地区：野沢）
◆奥川駐在所
　　後藤��正樹　巡査部長（担当地区：奥川）

◆新たに着任した警察官の紹介

佐藤�由
ゆう

樹
き

�巡査
郡山市出身 20歳

　町民の皆さんに早く顔を覚えても
らえるよう、明るく全力で仕事に取

り組みたいと思っています。地域の声にできる限り耳
を傾けた活動を心掛け、多くの皆さんから声を掛けて
もらえるような警察官を目指していきます。

お悔やみ申し上げます
新　澤　ト　ラ（99）　光　男　　母　　８町内
大　沼　チヨノ（94）　喜　明　　母　　四　岐

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [５月受付分]

  (特別)児童扶養手当のお知らせ

  こちら西会津交番です
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　西会津小学校大運動会は５月28日、「とどけよう感
動２２８人の本気」をスローガンに西会津中学校第１
グラウンドで開催されました。
　絶好の運動会日和となった当日は、綱引きや騎馬戦、
玉入れなどの定番競技のほか、運が勝敗を左右する
ラッキー走や保護者参加型の競技など、多彩な種目で
紅組、白組が熱戦を繰り広げました。児童の皆さんは、
家族の声援を背にグラウンドを思い切り駆け回り、日
頃の練習の成果を披露していました。

写真＝①紅白玉入れ[１・２年生]／②鼓笛パレード
[４・５・６年生]／③いい湯だな[１年生]／④都道府
県カルタ[４年生]／⑤深めよう家族の絆[６年生]／⑥

紅白綱引き[１・２・３年生]／⑦騎馬戦[５・６年生]
／⑧徒競走[全学年]／⑨来年は１年生[保育所児童]／
⑩西小タイフーン[３・４年生]／⑪⑫⑬⑭応援合戦
[全学年]

とどけよう感動���２２８人の本気

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪⑭ ⑬ ⑫
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古里への思い胸に���在京西会津会
　首都圏に住む町出身者で組織する在京西会津会の第34
回総会が５月21日、東京都内で開催されました(写真)。
総会では、伊藤町長らが町の近況を報告した後、大阪商
業大学の田﨑公司准教授による講演などが行われました。
続いて開催された懇親会では、１４０人を超える参加者
の皆さんが、町産米のおにぎりや山菜を使った郷土料理
を味わいながら情報交換し、相互の交流・親睦を深めま
した。同会は、古里･西会津の発展を願い、会員相互の
絆を深める活動を続けています。

滝坂地すべりに排水トンネル起工
　６月17日、国内でも最大級とされる滝坂地区の地すべ
り軽減に向け整備する大石西山排水トンネルの起工式が
現地で行われました。過去に地割れや地殻変動などの大
規模な被害があった同所は、昭和33年の「地すべり等防
止法」制定をきっかけに対策事業が始まり、平成８年か
らは国直轄で整備が進められています。起工式に来賓と
して出席した伊藤町長は、祝辞で「地域住民の安全・安
心な生活のため１日も早い完成を切望します」とあいさ
つしました。

オトメユリ���今年もかれんに咲く
　今年も安座地区の群生地に町の花「オトメユリ」がか
れんに咲きそろい、６月４日、５日には安座村おこし有
志会の主催で「安座おとめゆり祭り」が開催されました。
　当日は、群生地で「にしあいづ観光クルー」の撮影会
が行われたほか、安座集会所では、そばや山菜などの出
店が開かれ、町内外から訪れた大勢の家族連れなどでに
ぎわいました。地域の皆さんの手によって群生地が整備
され、平成25年から始まったこの取り組みは、今年で第
４回目を迎えました(写真)。

草木の衣装で｢山のかみさま｣を表現
　６月11日、アイ･アム･フラワープロジェクトと西会津
国際芸術村が主催する「草木をまとって山のかみさま
(森のはこ舟アートプロジェクト２０１６・パートナーシッ
ププログラム)」が大山祇神社を会場に開催され、参加
した約20人が思い思いに山のかみさまを演じ、大久保町
営駐車場から大山祇神社神楽殿までを練り歩きました
(写真)。午後３時から神楽殿で行われたお披露目会では、
集まった大勢の観客の皆さんが参加者の姿に歓声を上げ、
写真に収めるなどして楽しんでいました。
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女
性
の
が
ん
は

　
　

乳
が
ん
が
第
１
位

　
乳
が
ん
は
、
女
性
が
最
も
発
症

し
や
す
い
が
ん
で
す
。
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
は
40
～
50
代
が
最
も
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
前
に
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

日
本
人
女
性
が
乳
が
ん
に
な
る
確

率
は
、
約
12
人
に
１
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

検
診
で
早
期
発
見
を

　

乳
が
ん
は
、
自
己
検
診
で
発
見

で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
月
に

１
度
の
自
己
検
診
と
、
２
年
に
１

度
の
乳
が
ん
検
診
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
乳
が
ん
を
早
期(

ス
テ
ー
ジ

Ⅰ)

に
発
見
で
き
た
場
合
、

５
年
生
存
率
は
９
７･

６
％

と
高
く
、
ま
た
、
乳
房
の

温
存
や
手
術
法
・
治
療
法

の
選
択
肢
も
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
入
院
期

間
や
再
発
防
止
の
治
療
期
間
も

短
く
済
み
、
経
済
的
な
負
担
ま
で

軽
減
で
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の

先
進
国
で
は
７
割
以
上
の
人
が
検

診
を
受
診
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
約
35
％
、
さ
ら
に
西
会
津
町

に
お
い
て
は
20
％
を
下
回
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
自
分
の
体
を

守
る
た
め
、
ま
た
愛
す
る
人
を
悲

し
ま
せ
な
い
た
め
に
も
、
毎
月
の

自
己
検
診
は
も
ち
ろ
ん
、
２
年
に

１
度
は
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

自
己
検
診
の
や
り
方
＝
調
べ
る

乳
房
と
反
対
側
の
手
を
使
い
、
指

の
腹
で
乳
房
と
脇
の
下
を
触
り
し

こ
り
が
な
い
か
調
べ
ま
す
。
米
粒

大
以
下
の
大
き
さ
で
発
見
す
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

町
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
①
自
己
検
診
の
周
知
、

②
集
団
検
診
、
③
施
設
検
診
、
④

受
診
助
成
事
業
を
行
い
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
乳
が
ん
を
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
体
制
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
す
る
集
団
検

診
は
、
昨
年
乳
が
ん
検
診
を
受
診

し
な
か
っ
た
40
歳
以
上
の
女
性
を

対
象
に
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
で

行
う
検
診
で
、
施
設
検
診
と
同
様
、

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ(

レ

ン
ト
ゲ
ン)

で
検
査
し
ま
す
。
今

年
度
の
予
約
は
す
で
に
終
了
し
て

い
ま
す
の
で
、
集
団
検
診
を
予
約

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
施
設
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
検
診
は

　
　
　

早
め
の
予
約
を

　

集
団
検
診
を
予
約
で
き
な
か
っ

た
人
な
ど
を
対
象
に
、
７
月
１
日

か
ら
有
隣
病
院
、
坂
下
厚
生
総
合

病
院
で
乳
が
ん
の
施
設
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
の
上
、
決
め
ら
れ
た
日
程
で

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
助
成
事
業

　

今
年
度
の
乳
が
ん
検
診
対
象
者

が
集
団
検
診
・
施
設
検
診
以
外
で

検
診
を
受
け
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
受
診
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
次
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

 

健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

 

☎
45
︱
４
５
３
２

　５月18日、３歳児８人を対象に健康診査を行っ
た結果、むし歯のない子は７人でした。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

２
年
に
１
度　

乳
が
ん
検
診
の
す
す
め

井上�龍
り く

琥くん
（森野）

すごいな！むし歯のない子

武藤�枝
え み

実ちゃん
（井谷）

長谷川�理
り お

央くん
（西林東）

齋藤��湊
みなと

くん

（西林東）

長澤��葵
あおい

ちゃん

（芝草）
原��未

い ま る

來ちゃん
（９町内２）

齋藤�煌
こう が

月くん
（安座）

これからも

しっかり歯磨き

しようね！
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１
日
５
皿
の
野
菜
で

が
ん
予
防

　

が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、
毎
日

の
食
生
活
が
重
要
で
す
。
が
ん
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
栄
養
素
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ
、

Ｅ
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
、｢

抗

酸
化
作
用
」
の
あ
る
成
分
で
、
特

に
、
野
菜
や
果
物
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

野
菜
は
が
ん
予
防
を
考
え
る
上
で

理
想
的
な
食
材
だ
と
い
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
、
健
康
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
、｢

成
人
１
人
に
つ

き
、
野
菜
を
１
日
３
５
０
ｇ
以
上

食
べ
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
３
５
０
ｇ
の
生
野
菜
は
、

だ
い
た
い
大
皿
に
山
盛
り
の
量
で

す
。
こ
れ
を
煮
た
り
、
茹
で
た
り
、

炒
め
た
り
、
料
理
に
す
る
と
５
皿

分
で
す
。
例
え
ば
、
具
が
た
っ
ぷ

り
の
み
そ
汁
、
ほ
う
れ
ん
草
の
お

浸
し
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
、
か
ぼ

ち
ゃ
の
煮
物
、
き
ゅ
う
り
と
ト
マ

ト
の
サ
ラ
ダ
な
ど
で
す
。

　

１
食
で
３
５
０
ｇ
全
て
は
な
か

な
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
朝
食
・

昼
食
・
夕
食
に
配
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
で
野
菜
を
欠
か
さ
ず
食
べ
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

お
す
す
め
！

夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

食
べ
る
料
理

　

夏
野
菜
の
ト
マ
ト
煮(

ラ
タ
ト
ゥ

イ
ユ)

＝
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
タ
マ
ネ

ギ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏

野
菜
を
ニ
ン
ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
で
炒
め
、
ト
マ
ト
を
加
え
て

煮
込
む
夏
野
菜
の
炒
め
煮
で
す
。

　

カ
レ
ー
＝
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん

じ
ん
と
い
っ
た
定
番
具
材
に
、
ナ

ス
や
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど
旬

の
野
菜
を
加
え
、
夏
野
菜
カ
レ
ー

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ピ
ク
ル
ス
・
マ
リ
ネ
＝
漬
物
と

い
う
と
塩
漬
け
が
一
般
的
で
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
塩
分
の
取
り
過

ぎ
が
心
配
で
す
。
酢
や
唐
辛
子
な

ど
で
漬
け
る
ピ
ク
ル
ス
や
マ
リ
ネ

は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
サ
ラ
ダ
感

覚
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

干
し
野
菜
＝
野
菜
を
切
っ
て
表

面
の
水
分
を
拭
き
取
り
、
天
日
干

し
に
し
ま
す
。
野
菜
を
乾
燥
さ
せ

る
に
は
今
の
季
節
が
ぴ
っ
た
り
で

す
。
干
し
た
野
菜
は
味
噌
汁
の
具

材
や
煮
物
な
ど
に
使
え
、
料
理
の

幅
が
広
が
る
ほ
か
、
切
る
手
間
が

省
け
調
理
時
間
の
短
縮
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
旬
の
野
菜
を
無
駄
な

く
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

作り方
① ミニトマトのヘタを取り、ヘタの反

対側に爪楊枝で穴を開ける。
② ①のミニトマトを熱湯に入れ、しば

らく置いたら水で冷やし皮をむく。
③ 酢と蜂蜜を合わせた液に皮をむいた

ミニトマトを漬け、冷蔵庫で冷やせ
ば出来上がり。

＊ 漬ける時間はお好みですが、２時間
くらいがおすすめです。ハーブを一
緒に入れると爽やかな仕上がりにな
るほか、オリーブオイルを加えると
コクが出ます。自分好みにアレンジ
してみましょう。

＊ 冷やす際にラップを落としぶたのよ
うにかぶせると時間短縮。マリネが
早く仕上がります。

材料（２人分）
　 ミニトマト 20個
　酢 大さじ４
　蜂蜜 大さじ２

お酢の酸味と蜂蜜のやさしい甘みが
夏バテの体に染みわたる♪

太陽の恵みを食す
ミニトマトのハニーマリネ

おいしい旬の
  野菜は栄養満点！

毎食欠かさず
 野菜を食べよう！

調理時間 
３～４分
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今
年
で
４
年
目
と
な
る
ヨ
ガ
教

室
は
、
12
月
ま
で
の
第
２
・
第
４

水
曜
日
に
町
公
民
館
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
開
講
以

来
、
毎
年
50
人
ほ
ど
の
申
込
み
が

あ
り
、
公
民
館
事
業
の
中
で
も
特

に
人
気
の
講
座
で
す
。

　

講
師
の
笠
間
知
子
先
生(

猪
苗

代
町)

は
、
会
津
弁
を
交
え
な
が
ら

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る

ほ
か
、
受
講
生
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
指
導
し
て
く
れ
る
た
め
、
無

理
な
く
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

教
室
は
、
い
つ
で
も
受
講
可
能

で
す
。
受
講
を
希
望
す
る
場
合
は

町
公
民
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

町
公
民
館　

☎
45
︱
３
２
４
４

　

公
民
館
と
町
体
育
協
会
が
児
童

の
体
力
向
上
と
ふ
く
し
ま
駅
伝
の

選
手
育
成
を
目
的
に
開
講
し
た

｢

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ｣

は
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
出
身
の
選
手
３
人
が

昨
年
11
月
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
で
活

躍
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
成

果
は
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
ラ
ブ
は
、
５
月
７
日
に
さ
ゆ
り

公
園
多
目
的
広
場
で
開
講
式
と
第

１
回
目
の
練
習
を
行
い
、
児
童
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
腕
ふ
り
や

も
も
上
げ
な
ど
の
基
本
動
作
、
15

分
間
走
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

て
楽
し
く
練
習
し
ま
し
た
。

　

｢

楽
し
む
こ
と
」
が
こ
の
ク
ラ

ブ
の
基
本
方
針
で
す
。
楽
し
み
な

が
ら
活
動
し
、
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
は
じ
め
近
隣
市
町
村
で

開
催
さ
れ
る
大
会
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
で
競
技
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ヨ
ガ
教
室
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
ゆ
っ
く
り
と(

Ｓ
Ｌ
Ｏ

Ｗ)

、
流
れ
る(

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ)

動
き
で
シ
ン
プ
ル
に
体
を
動

か
す
楽
し
さ
を
体
感
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

　
｢

ヨ
ガ
に
興
味
は
あ
る
け

れ
ど
、
体
力
に
は
あ
ま
り
自

信
が
な
い
」
と
い
う
人
も
、

無
理
な
く
簡
単
に
で
き
、
気

持
ち
よ
く
楽
し
め
ま
す
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。｢
最
近
、

運
動
不
足
か
も
」
と
い
う
人

は
、
ぜ
ひ
ヨ
ガ
教
室
で
姿
勢

や
呼
吸
法
を
改
善
し
、
身
体

を
目
覚
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

ヨガ教室講師

�笠間�知
とも

子
こ

�さん

続 

公
民
館
事
業
の
活
動
紹
介

ヨ
ガ
教
室
と
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ゆ
っ
く
り
と
（
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
）、

流
れ
る
（
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
）
動
き
で
体
を
目
覚
め
さ
せ
る

 

ヨ
ガ
教
室

児
童
の
体
力
向
上
と

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手
育
成

 

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

活動紹介⑦

活動紹介⑧
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水野��知
ち え

恵  さん [森野]

町民

バトンタッチ

宝
物
は
？
『
家
族
写
真
。

子
ど
も
だ
け
で
撮
る
は
ず

が
、下
の
子
が
泣
き
出
し
急

き
ょ
一
緒
に
撮
る
こ
と
に
。

結
果
的
に
思
い
出
深
い
家

族
写
真
と
な
り
ま
し
た』

齋藤   奏
かな

子
こ

さん（６月号）からメッセージ
　いつも親子でお世話になっています。今度、月曜日にランチでもしましょう。

　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・佐藤未夢さんです。

わたしの夢―
　｢私は小さなころから動物が大好きで、将来は
獣医療に関わる仕事がしたいと思っています。修
学旅行の班別自主研修で行った国際動物専門学校
では、実際の授業風景を見学し、体験実習に参加
させてもらいました。そのおかげで、この仕事に
就きたいという気持ちがさらに強くなりました」

努力していること―
　｢今はまだ何もできていませんが、高校を卒業
したら専門学校に行き、夢を叶えられるよう努力
していきます｣

未来の自分に一言―
　｢私はどんな仕事をして、どんな生活を送って
いますか。今の夢と違っていても、笑顔を忘れず
に楽しんでください」

聞いて！
わたしの夢

バレー部  部長

佐藤�未
み ゆ

夢 さん

趣味は？
　パン作り、料理

特技は？
　早寝・早起き

熱中していることは？ 
　懸賞に応募すること

最近感動したことは？ 
　誕生日に子どもから手紙をもらったこと

自分を一言で表現するとしたら？
　大胆不敵

あなたのモットーは？
　いつも笑顔

これからやってみたいことは？
　家族で富士登山に行きたい

次の方を紹介してください
　Ｋ・Ｓさん（山口）

作 品 名『ゆずり葉』
作品紹介『ひ孫の誕生を見届け先立った妻のも

とに逝こうとするおじいさん。生命のバトン
タッチを受けた赤ちゃんをどのような思いで
見つめたか、心の内を推し量りながら敬意を
持って描きました』

町民

ギャラリー
今月は、絵画クラブ

齋藤�惠
けい

子
こ

 さんの作品です。
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職  

員  

の  

異  

動

◎
６
月
１
日
付

▼
総
務
課
付
課
長
上
野
善
弘(

町

民
税
務
課
長)

▼
町
民
税
務
課
長

五
十
嵐
博
文(

町
民
税
務
課
長
補

佐
兼
税
務
係
長)

▼
町
民
税
務
課

長
補
佐
兼
税
務
係
長
荒
井
克
巳

(

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学

習
係
長)

▼
生
涯
学
習
課
長
補
佐

兼
生
涯
学
習
係
長
佐
藤
栄
作(

学

校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長)

▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
五
十
嵐
悦
子

(

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長)

　

６
月
５
日
、
奥
川
地
区
を
舞
台

に
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
７
つ
の
観
音
様
を
巡
る
「
奥
川

七
観
音
ウ
ォ
ー
ク
」
が
初
め
て
開

催
さ
れ
、
遠
く
は
東
京
都
や
石
川

県
な
ど
、
町
内
外
か
ら
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

今
は
往
来
の
な
い
古
道
や
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
道
を
歩
き
、
集
落
と
集
落

を
周
遊
、
美
し
い
棚
田
風
景
な
ど

を
観
賞
し
な
が
ら
、
こ
の
日
の
た

め
に
開
帳
さ
れ
た
７
つ
の
観
音
様

を
拝
観
し
、
約
14
㎞
の
道
の
り
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
主
催
の
に

し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
が
手
作

り
で
作
成
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
御

朱
印
帳(

参
加
特
典)

」
を
片
手
に
、

７
つ
の
観
音
様
そ
れ
ぞ
れ
の
御
朱

印
を
楽
し
そ
う
に
集
め
、
緑
豊
か

な
初
夏
の
奥
川
路
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

奥
川
七
観
音
ウ
ォ
ー
ク
を
初
開
催

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
七
観
音
を
拝
観
し
て
巡
る

奥
川
七
観
音
ウ
ォ
ー
ク
を
初
開
催

編   

集   

後   

記

　

夏
で
す
。
昼
は
プ
ー
ル
が
、
夜

は
ビ
ー
ル
が
恋
し
い(

お
い
し
い)

季
節
で
す
ね
。
さ
て
、
今
月
下
旬

に
は
「
い
い
で
の
集
い
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
昨
年
、
い
い
写
真
を
撮

ろ
う
と
張
り
切
っ
て
登
っ
た
も
の

の
、
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、｢

来
年

こ
そ
は
」
と
思
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
果
た
し
て
今
年
、

昨
年
よ
り
６
キ
ロ
重
い
体
で
無
事

に
行
っ
て
帰
っ
て
来
ら
れ
る
の
か
。

実
は
写
真
よ
り
も
そ
っ
ち
の
方
が

心
配
な
私
で
す
。
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祐
一


